
令和４年における建設業の県内の死亡災害による死者数は、前年の 21 人から、9 人と大幅に

減少しました。 

しかし、今年に入って、県内で建設業の死亡災害が急増しており、１０月末の段階で、前年同期

の死者数が６名だったのに対し、今年はすでに１３名が亡くなられています。 

建設業の労働災害急増中！ 

神奈川県内で死亡災害が多発しています！ 

横浜南署管内で休業災害が増加しています！ 

横浜南労働基準監督署管内では、今年の８月に建設業の死亡災害が、1件発生しました。また、

休業4日以上の死傷災害が急増しており、１０月末の段階で５５件と前年同期比の約１7％増加

しています。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

横浜南労働基準監督署 

注意 

労働災害防止のための重点実施事項 

1 正しい作業手順と安全作業の基本の順守 

２ 作業開始前の打ち合わせの実施(予定外作業が生じた場合はその都度) 

３ 現場巡視の徹底 

４「安全の見える化」の推進 

５ 安全衛生教育の充実 

災害種別 件数 災害種別 件数 災害種別 件数

墜落・転落 17 転倒 3 激突 1
飛来・落下 5 崩壊・倒壊 1 はさまれ・巻き込まれ 11

切れ・こすれ 4 踏み抜き 1 高温低温との接触 1
有害物との接触 1 感電 1 交通事故 2

動作の反動・無理な動作 5 その他 2

          令和5年　休業災害の内訳（10月末現在）



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


